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広汎性発達障害を持つ子どもの有病率等に関して、2006 年に鷲見らは名古屋市西

部において2004 年10 月1 日現在の満6 ～8 歳児の有病率が2.1％（高機能1.5％）で

あること1）を、 また2008 年に河村らは豊田市において1994 年1 月から1996 年12

月に出生した児の2002 年4 月までの累積発生率が1.81% 、（高機能1.2% ）であること2）

を報告している。すなわち100 人に2 人程度の子どもが広汎性発達障害を持ち、うち

半数以上の子どもが高機能広汎性発達障害を持っていることになる。また、注意欠陥

多動性障害の有病率は3 ～5% とい われている几

一方、発達障害と診断されてはいないが、会話が成立しにくい、指示が通りにくい、

落ち着きがない、かんしゃく・パニックを起こしやすい、一人遊びが多い、こだわり

があるなどの特性を持つ、いわゆる「気になる子ゴ も存在する。高田ち は、ある市の

公立保育所の保育士を対象とした調査の結果「気になる」とした子どもの割合は3 歳

児12.6 ％、4 歳児9.9% 、5 歳児8.9 ％であうたこと牡を、平滓らは、ある市の保育所

保育士を対象とした調査の結果、在籍する0 ～6 歳の子どもの3.4 ％が、診断されて

いないが「気になる・困っている行動」があること回答したこと5）を、郷間らは、京

都市の保育所保育士を対象とした調査の結果、診断は受けていないが保育を進める上

での困難を感じる「気になる子ども」は全体で13.3 ％であったこと6）を報告している。

なお、2003年3 月に特別支援教育の在り方に関する調査研究協力者会議が発表した「今

後の特別支援教育の在り方について（最終報告）」では、通常学級に広汎性発達障害

が疑われる児童生徒が0.8 ％、注意欠陥多動性障害が疑われる児童生徒が2.5% 在籍す

ることが報告されている7）。

発達障害を持つ子どもは、虐待の対象となりやすく、集団生活に適応することが困

難なことが多く、学業も不振となりやすく、またいじめの対象になりやすいため、自

尊感情（ゼルフェ スティーム）や人への信頼感が育まれにくい。そして、これらのこ

とを背景に、「二次的な不適応」の状態といえるイ不登校」「引きこもり」、さらに「反

社会的行動」などが生じることがあると考えられている。それゆえ、発達障害を持つ
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子どもは、早期に気づかれ、適切に対応されることが重要となる。

発達障害を持つ子どもは、集団の場である保育所・幼稚園で気づかれやすいことか

ら、保育士や幼稚園教諭がその特性などについて正しい知識を持ち、早期に気づき、

二次的な不適応の発生の予防を含め、その子どもの育ちと保護者の育児支援に適切に

対応できることが強く求められている8）9）。

今回、A 市における保育所などでの発達障害を持つ子どもや「気になる子」の育

ち、及びその保護者の育児を支援する対策を検討するための基礎的な資料を得ること

などを目的として、A 市内の保育所に通う発達障害を持つ子ども、及びいわゆる「気

になる子」の在籍状況や、子どもの保育及び保護者支援に関する困りごとなどの状況

を調査したのでその概要を報告する。

卜　
調秀句゛':^:fj゙

平成22 年1 月にA 市内の市立保育所27 施設及び私立保育所21 施設の長に調査票

を郵送し、回答が得られた市立保育所26 施設及び私立保育園14 施設、合計40 施設

の長を対象とした（回収率83.3% ）。

十なお、調査票を郵送した際、調査の趣旨等を記載した依頼文を同封、回答があった

ことをもって調査への同意が得られたものとした。

主な調査内容は、発達障害を持つと診断されている子ども、及びいわゆる「気にな

る子」の受入状況、その子どもの保育及び保護者支援に関する困りごとの状況、希望

する技術支援などである○

なお、「発達障害」とは「自閉症、アスペルガー症候群その他の広汎性発達障害、

学習障害、注意欠陥多動性障害その他これに類する脳機能の障害であってその症状が

通常低年齢において発現するもの」（発達障害者支援法の定義）と七だ。

また、いわゆる「気になる子」とは、発達障害と診断されてはいないが、会話が成

立しにくい、指示が通りにくい、落ち着きがない、かんしゃく・パニックを起こしや

すい、一人遊びが多い、こだわりがあるなどの特性を持つ子どもとし、気になる特性

に関しては、一人につき気になる順に3 つまで記載を依頼した。

|
町 調査絡≪　　　　　　　　　

＼

1. 入所児数

平成22 年1 月末現在の状況を表！に示す。

2. 発達障害を持つと診断されている子どもについて

困　発達障害（疑いを含む。）と診断されている子どもめ受入状況

診断されている子どもを受け入れている施設数を表2 に示す。
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市　立 私　立 合　計

O歳児 4 9 105 1 5  4

1歳児 2  7  3 2  1 5 4  8 8

2歳児 3  8  6 2  6  8 6  5 4

3歳児 4  6  8 2  7 9 7  4 7

4歳児 4  7  8 2  6 6 7  4 4

5歳児 5  2  5 2  7 5 800

合　計 2,178 1, 4 14 3,592

表2　 発達障害（疑いを含む。）を持つと診断されている子どもの受入状況

受入あり 受入なし 未回答 合　計

市　立 1 7 8 1 2 6

私　立 8 6 0 1 4

合　計 2 5 1 4 1 40

なお、診断名は、受入ありの25 施設中、未回答の2 施設を除いて、すべて広汎性

発達障害（自閉症、自閉的傾向などを含む。）であづだ。　　　　　十

（2） 発達障害（疑いを含む。）と診断されている子どもの人数

診断されている子どもを受け入れている25 施設の受入人数を表3 に示す。

表3　 発達障害（疑いを含む。）を持つと診断されている子どもの受入人数（平成22 年1 月末現在）

O歳 1歳 2 歳 3歳 4歳 5歳 合計

市　立 0 0 3 8 1 5 1 9 4 5

私　立 0 0 1 6 3 3 1 3

合　計

(在籍児に占める％)

0 0 4

0.6%

1 4

1.9%

1 8

2.4%

2 2

2.8％

5 8

（3） 発達障害（疑いを含む）を持つと診断されている子どもの保育や保護者への支

援などについて困ったこと　　　　　　　　　　し　　　 ‥

困ったことの有無について表4 に示す。

表4　 発達障害（疑いを含む）を持つと診断されている子ども

の保育や保護者への支援などについて困ったことの有無

市　立 私　立 合　計

あ　り 1 1 3 1 4

な　し 3 2 5

未回答 3 3 6

合　計 1 7 8 2 5
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困ったことの主な内容は次のとおりであった。

①子どもの保育

・集団活動への参加が難しい。

・落ち着きがない。　　　　　　＼

・他児への暴力がある。

・身辺自立ができない。

・食事の時間や量などに問題がある。

・一人ひとりの特性に応じた対応が十分にできていない。

・診断されているが保育上配慮を必要とする幼児として認定の対象となっていない

子どもには十分に対応できていない。　　　　。　　　　
■　　　　　　　　　

・

②保護者支援

・保護者の理解や気持ちを踏まえた支援が求められるが説明や対応が難しい。

・保護者と支援等について話し合いができない（多忙、祖父母に任せきりなど）。

・保護者が障害を認めていないので家庭と協力して対応できない。

・保護者に集団の場における子どもの困難性が理解されにくい。

・療育施設での個別支援 も必要であるが保護者が望まれない。

・就学支援に関した対応が困難である。

③その他

・保育士の数が不足している。

・健常児の親の理解が十分でない。

3. 「気になる子」 について

（1）「気になる子」の受入状況　 ／

「気になる子」を受け入れでいる施設数を表5 に示す。

表5　 いわゆる「気になる子」の受入状況

市　立 私　立 合　計

あ　り 20 1 1 3 1

な　し 1 3 4

未回答 5 0 5

合　計 2 6 1 4 40

（2）「気になる子」の人数

「気になる子」を受け入れている31 施設の受入人数を表6 に、40 施設の在籍児に

占める割合を表7 に示す。

72



椙山女学園大学教育学部紀要　Vol. 5　2012 年

表6　 いわゆる「気になる子」の受入人数（平成22 年1 月末現在）

O歳 1歳 2 歳 3歳 4 歳 5 歳 合計

市　立 1 9 2 2 4 3 2 4 2 9 12  8

私　立 1 9 7 1 9 1 7 1 4 6 7

合　計 2 1 8 2 9 6 2 4 1 4 3 1 9 5

表7　 いわゆる「気になる子」の在籍数に占める割合（％）（平成22 年1 月末現在）

O 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 合計

市　立 2.0 3.3 5.7 9.2 5.0 5.5 5.9

私　立 1.0 42 2.6 6.8 6.4 5.1 4.7

合　計 L3 3.7 4.4 8.3 5.5 5.4 5.4

保育所ごとの在籍数に占める割合の範囲は公立で0  ～20.6% 、私立で0  ～13.7％と

施設間の格差が大きかった。　　　　　　　　　　　こ　　　犬上 ・

（3）「気になる子」の特性

各年齢別の延べ数を表8 に、各年齢別上位5 位までの特性に関する割合（O 歳児を

除く。）を図1 に示す。　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　レ

表8　 年齢別の特性（上位5 位まで記載。 O歳児は1 人のため除く。）

年　齢 気になる特性 延べ数 ％

1 歳児

落ち着きがない 9 50.0
言葉の遅れ・言葉がはっきりしない 9 50.0

かんしやく・パニック・情緒不安定 6 33.3
こだわりがある 3 16.7
奇声・大声 3 16.7

2 歳児

落ち着きがない L「 37.9
かんしやく・パニック・情緒不安定 11 37.9

言葉の遅れ・言葉がはっきりしない 9 31.0
指示が通りにくい・理解力が弱い 6 20.7
一人遊びが多い・人とのかかわりを持ちにくい 5 17.2
切り替えが難しい 5 17.2

3歳児

落ち着きがない 22 35.5
指示が通りにくい・理解力が弱い 18 29.0

こだわりがある 17 27.4
一人遊びが多い・人とのかかわりを持ちにくい 15 24.2
かんしやく・パニック・情緒不安定 15 24.2

4 歳児

かんしやく・パニフク ’情緒不安定 15 36.6
指示が通㈲こくい・理解力が弱い 11 26.8

落ち着きがない 10 24.4
一人遊びが多い・人とのかかわりを持ちにくい 7 17.1
こだわりがある 7 17.1

5歳児

指示が通りにくい・理解力が弱い 18 41.9
落ち着きがない 12 27.9
かんしゃく・パニック・情緒不安定 11 25.6

こだわりがある 9 20.9
会話が成立しにくい 5 11.6
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特性に関する割合(％)
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1歳 2歳 3歳 4歳 5歳

‐ 落ち着きがないなど 50.0 37.9 35.5 24.4 27.9

‐ 情 緒不安定など 33.3 37.9 24.2 36.6 25.6

朧指示が 通りにくいなど 11.1 20.7 29.0 26.8 41.9

‐ こだわり 16.7 3.4 27.4 17.1 20.9

職人とのかかわりを持ちにくいなど 11.1 17.2 24.2 17.1 9.3

朧言葉 の遅れなど 50.0 31.0 9.7 0 7.0

朧会話 が成立しにくい 5.6 3.4 17.7 12.2 11.6

朧切り替えが難しいなど 5.6 17.2 3.2 7.3 0

図1　 気になる特性に関する割合（特性／気になる子の数。各年齢別上位5 位まで。O 歳児を除く。）

「落ち着きがないなど」は1 ～5 歳を通じて多いが1 ～3 歳では1 位となっている。

「情緒不安定など」も1 ～5 歳を通じてみられるが4 歳で1 位となっている。「言葉の

遅れなど」は1 ～2 歳まで多いがその後少なくなっている。「指示が通りにくいなど」

は3歳以降で多くなり5 歳では1 位となっている。「人とのかかわりを持ちにくいなど」

は3 ～4 歳で、「こだわり上は3 ～5 歳で多くなっている。

（4）「気になる子」の保育や保護者への支援などについて困ったこと

困ったことの有無について表9 に示す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

表9　 いわゆる「気になる子」の保育や保護者への支援などについて困ったことの有無

市　立 私　立 合　計

あ　り 11 7 1 8

な　し 4 4 8

未回答 5 0 5

合 計 20 11 3 1

困ったことの主な内容は次のとおりであった。

①子どもの保育

・他の子どもにけがをさせるレ ユ

②保護者支援

・気になることについて保護者への伝え方が難しい。

・保護者とゆっくり話し合う時間がない。　　　ニ
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・保護者の気持ちを話していただけない。

・保護者の理解が乏しく支援を聞き入れていただけない。

③その他

・保育士の数が不足している。

・判定会議（保育上配慮を必要とする幼児としての認定を行う。）に諮るための見

極めやタイミングが難しい。

・気になる行動の原因が障害によるものか環境によるものか迷う。

・健常児の保護者への対応が困難である。

4 。保育所で発達障害を持つ子ども、いわゆる「気になる子」を保育し、 ま

た保護者を支援するに当たり、専門機関等に希望する技術支援などについ

て　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ‥

希望の有無を表10 に示すノ

表10　 専門機関などに希望する技術支援の有無

市　立 私　立 合　計

あ　り 1 5 7 2 2

な　し 2 4 6

未回答 9 3 1 2

合　計 2 6 1 4 4 0

希望する技術支援などの主な内容は次のとおりであった。

①巡回による現場（保育所）での療育専門機関・専門家による支援

・定期的な巡回による子どもの変化を踏まえた助言

・個別の勉強会の開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

・保育所で対応するためのプログラムの提示

・子どもへの指導

・保護者を交えた相談、保護者の相談への対応

・保護者と話し合うためのきづかけづくりとしても期待

②子どもの発達状況や得意なこと・苦手なことなどの見立てと対応の助言

③就学に向けての発達状況などの見立てと助言

④研修会の開催など

・発達障害を持つ子どもへの対応などに関する専門的知識を深めるための研修

・「気になる子」への対応に関する情報提供・研修

・さまざまな事例提示による生涯を見通した具体的対応の指導　　　　 十

⑤保育士が研修を受講する時間を生み出すための保育上の加配

⑥子どもの発達状態や家庭状況を把握するための保健センター（保健師）との連携

⑦住所地がA 市以外の子どもに関する認定
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|‥ ・
A 市内の保育所に通う発達障害を持つ子ども、及びいわゆる「気になる子」の在

籍状況や、子どもの保育及び保護者支援に関する困りごとなどの状況を調査した。今

回得られた結果について、保育所における発達障害を持つ子どもや「気になる子」の

育ち、及びその保護者の育児を支援する観点から検討する。

1 ．発達障害（疑いを含む。）を持つと診断されている子どもの状況につい

て　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

診断されている子ども（疑いを含む。）を受け入れている保育所は40 施設中25 施

設あり、在籍児に占める割合は、2歳児0.6％、3歳児1.9％、4 歳児2.4％、5 歳児2.8

％であった。なお、診断名は記載のない2 施設を除いてすべて広汎性発達障害であっ

たO

A 市の3 ～5 歳児の約70 ％は幼稚園に通っている一方で、A 市の保育所では「障

害児保育」を実施していることから障害を持つ子どもは幼稚園より保育所に多く在籍

していると考えられる。このことを勘案しても、A 市において、広汎性発達障害を

持つ子どもは、名古屋市西部1）や豊田市2）とほぼ同様に、従前考えられていたより

も多く存在する可能性があることから、今後、A 市の幼稚園の状況も調査し、A 市

全体における広汎性発達障害などを持つ子どもの「早期の気づき」 と「早期の対応」

に関する体制のあり方について更に検討することが必要と考えられる。

2 ．いわゆる「気になる子」の状況について

「気になる子」がいると回答された保育所は40 施設中31 施設（77.5%）であり、

在籍児に占める割合は、O 歳児1.3% 、1 歳児3.7％、2歳児44% 、3 歳児8.3％、4歳

児5.5% 、5 歳児5.4% 、合計5.4% であった。

高田らは、ある市の公立保育所の保育士を対象とした調査の結果「気になる」と

した子どもの割合は3 歳児12.6% 、4 歳児9.9％、5 歳児8.9% であったことを報告し

ている4）。平渫らは、ある市の保育所保育士を対象とした調査の結果、在籍するO ～

6 歳の子どもの3.4％が診断されていないが「気になる・困っている行動」があると

回答したことを報告七ている5）。郷間らは、京都市の保育所保育士を対象とした調査

の結果、診断は受けていないが保育を進める上での困難を感じる「気になる子ども」

は全体で13.3%   （0歳児7.75% 、1 歳児12.9％、2歳児9.25% 、3 歳児17.54％、4歳児

13.48%、5 歳児15.11% ）であづたこ とを報告している6）。　　　　　　ニ

高田らは、頻度が年齢とともに減少していることについて、幼児期では発達の個人

差が大きく加齢とともに行動上の問題が解決していくごと、経験の少ない保育士では

孚どもの発達をやや過剰に期待している可能性などを報告している4）。郷間らの調査

対象も担任保育士である6）が、平滓らの調査は保育所の担任。・主任・施設長などの
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複 数 判 定 に よ り 回 答 を 求 め て い る5 ）こ と か ら 、 「 気 に な る 子 」 の 頻 度 の 違 い は 、 調 査

対 象 者 の 経 験 年 数 な ど に 影 響 さ れ て い る こ と が 推 測 さ れ る 。 今 回 の 調 査 は 一 定 の 経 験

を 有 す る 保 育 所 の 施 設 長 を 対 象 と し て 実 施 し た こ と か ら 高 田 ら や 郷 間 ら の 報 告4 ）6 ）

よ り も 低 め の 頻 度 に な っ た 可 能 性 が あ る 。 し か し 、 「 気 に な る 子 」 の 在 籍 児 に 古 め る

割 合 に つ い て は 施 設 間 でO ％ か ら20.6% と 大 き な 差 が み ら れ 、 保 育 所 の 施 設 長 で あ っ

て も 「 気 に な る 子1 に 関 す る 認 識 な ど の 違 い が あ る こ と が 伺 わ れ た ノ

ま た 、 「 気 に な る 且 特 性 に つ い て 、 「 落 ち 着 き が な い な ど 」 は1 ～5 歳 を 通 じ て 多 い

が1 ～3 歳 で は1 位 、「 情 緒 不 安 定 な ど 」も1 ～5 歳 を 通 じ て み ら れ る が4 歳 で1 位 、「 言

葉 の 遅 れ な ど 」 は1 ～2 歳 ま で 多 い が そ の 後 少 な く な っ て お り 、 「 指 示 が 通 り に く い

な ど 」 は3 歳 以 降 で 多 く な り5 歳 で は1 位 、 「 人 と の か か わ り を 持 ち に く い な ど 」 は

3 ～4 歳 で 、 「 こ だ わ り 」 は3 ～5 歳 で 多 く な っ て い た 。

林 は 山 口 市 の 健 診 受 診 児 な ど を 対 象 に 行 動 特 徴 の 頻 度 を 調 査 し て い る が 、 「 ち ょ ろ

ち ょ ろ 動 い て い る 」 は1 歳6 か 月 児 で 男 女 と も 半 数 以 上 に 認 め ら れ た の に 対 し て 、3

歳 男 児 で 概 ね40 ％ 、 女 児 で 概 ね30 ％ 、5 歳 男 児 で 概 ね30 ％ 、 女 児 で 概 ね20 ％ と 年 齢

が 上 が る と と も に 低 下 し て い る こ と を 報 告 し て い る1O ）。 こ の こ と は 今 回 の 結 果 で 丁 落

ち 着 き が な い な ど 」 が1 ～3 歳 で は1 位 で あ っ た こ と と 符 合 す る 。

一 方 、 河 村 ら は 、3 歳 前 後 に は 自 閉 性 障 害 の 明 確 な 特 徴 が あ る も の の 、 そ の 後 の 経

過 を 観 察 す る う ち に 診 断 基 準 を 満 た さ な く な る 事 例 を 多 く 経 験 し て い る こ と を 報 告 し

て い る2 ）。 小 枝 は 鳥 取 県 に お け る5 歳 児 健 診 の 結 果 、1.9% の 子 ど も が 広 汎 性 発 達 障

害 を 、3.6% の 子 ど も が 注 意 欠 陥 多 動 性 障 害 を 、3.6 ％ の 子 ど も が 軽 度 の 知 的 障 害 を 持

っ て い た と 報 告 し て い る11 ）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ト　 ＼

ま た 、 被 虐 待 児 が 広 汎 性 発 達 障 害 や 注 意 欠 陥 多 動 性 障 害 と 同 様 の 特 性 を 示 す こ と が

知 ら れ て い る12 ）13）。

こ れ ら の こ と は 、 「 気 に な る 」 特 性 の 原 因 な ど の 見 極 め の 困 難 性 を 示 し て い る と 考

え ら れ る
○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7

・　　　　　　　　　　　　　
■　　　　　　　　　　　　。　　。

厚 生 労 働 省 「 障 害 児 支 援 の 見 直 し に 関 す る 検 討 会 報 告 書 」 に お い て 、「 発 達 障 害 等

に つ い て は 健 診 だ け で は 発 見 が 難 し い 場 合 が あ り 、 保 育 所 等 の 日 常 生 活 の 場 で の 「 気

付 き 」 に よ り 発 見 さ れ る こ と が 少 な く な い 。 子 ど も の 成 育 の 遅 れ に つ い て の 保 育 士 等

の 「気 付 き 」 を そ の ま ま に し て お く こ と な く 、 適 切 な 支 援 に つ な げ て い く 取 組 を 進 め

て い く 必 要 が あ る 。」 と 記 載 さ れ て い る8 ）。・　　　　　　　　　　　　　　 …
… … 万

A 市 の 保 育 所 に は 、 診 断 さ れ て は い な い が 発 達 障 害 を 持 つ こ と が 疑 わ れ る 子 ど も

が20 人 に 一 人 程 度 在 籍 し て お り 、一 方 で 保 育 士 の 認 識 の 違 い が 大 き い こ と か ら 、今 後 、

こ れ ら の 子 ど も へ の 「 早 期 の 気 づ き 」 の あ り 方 や 「 早 期 の 対 応 」 に 関 す る 体 制 の あ り

方 な ど に つ い て 検 討 を 深 め る こ と が 必 要 と 考 え ら れ る 。　　　　　　　 ‥ ‥‥　
‥‥
‥
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3. 発達 障害を持つ子どもや 「気になる子」の保育や保護者支援について困

っ たこ と、希望 する支援等について

剛　 困ったこ と

①発達障害を持つ子どもの保育や保護者支援

困ったことがあると回答された施設は受け入れている25 施設中14 施設（56％）あ

った。その主な内容は、子どもの保育ニ（集団活動への参加が難しい、落ち着きがない、

他児への暴力がある、一人ひとりの特性に応じた対応が十分にできていない、診断さ

れているが認定の対象となっていない子どもには十分に対応できていない）、保護者

支援（保護者の理解や気持ちを踏まえた支援が求められるが説明や対応が難しい、保

護者と支援等について話し合いができない、保護者が障害を認めていないので家庭と

協力して対応できない、療育施設での個別支援も必要であるが保護者が望まない、就

学支援に関した対応が困難である）、その他（保育士の数が不足している、健常児の

親の理解が十分でない。）であった。　　　　　　　　　　　　 ニ

郷間らは、保育士・幼稚園教諭を対象とした調査の結果、保育上の問題点として、

指導の具体的な方法がみつからない、加配がつかないとき個別の指導ができにくいな

/ど、保護者との関係の問題点として、障害の理解が難しい、就学時に関係が悪くなっ

たなどがあるこどを報告している14）が、今回の結果と概ね同様である万丿　　　　 い

②「気になる子」の保育や保護者支援

困ったごとがあると回答された施設は「気 になる子」がいるとされた31 施設中18

施設（58.1％）あった。その主な内容は、子どもの保育（他の子どもにけがをさせる）、

保護者支援（気になることについて保護者への伝え方が難しい、保護者とゆっくり話

し合う時間がない、保護者の理解が乏しく支援を聞き入れていただけない）、その他（保

育士の数が不足している、判定会議に諮るための見極めやタイミングが難しい、気に

なる行動の原因が障害によるものか環境によるものか迷う）であった6

郷間らは、保育士・幼稚園教諭を対象とした調査の結果、保育上の問題点として、

障害のための行動なのか区別が難しい、具体的な対応方法がわからないなど、保護者

との関係の問題点として、親との関係づくりが難しい、親の理解が得られず専門機関

にかかれないなどがあることを報告している14）が、今回の結果と概ね同様である。

（2卜 希望する技術支援

40 施設中22 施設（55％）が技術支援などを希望されていた。その主な内容は、巡

回による保育所での療育専門機関・専門家による支援、子どもの発達状況や得意なこ

と・苦手なことなどの見立てと対応の助言、就学に向けての発達状況などの見立てと

助言、研修会の開催など、保育士が研修を受講する時間を生み出すための保育士の加

配、子どもの発達状態や家庭状況を把握するための保健センター（保健師）との連携、

住所地がA 市以外の子どもに関する認定、であった。

（3） 今後の対応の方向性

厚生労働省「障害児支援の見直しに関する検討会報告書」では、研修や専門機関に
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よる巡回支援などの対策を、また、「気になる」という段階から、親子をサポートで

きるような仕組みが必要」として、「身近なところで発達相談等の専門的な支援が受

けられるようにしていくこと」などの対策が示されている8）。また、関係者の連携を

図り、子どもの成長に応じて途切れなく障害児の親子を支援していくためには、ケア

マネジメントの観点から「個別の支援計画」づくりなどが必要であることが示されて

いる8）が、現在、A 市において、保育所に通っている障害を持つ子どもに関する「個

別の支援計画」の策定は、ごく一部にとどまっている 几　　　　　　　　　　 ニ‥

今後、「個別の支援計画」づくりの支援を含めて、今回の調査で明らかになった保

育の現場での困りごとや希望されている技術支援の内容などを踏まえた対策の拡充を

検討する必要がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

|V    t－

A 市における発達障害を持つ子どもや、いわゆる「気になる子」の状況、そして

保育現場での困りごとや希望されている技術支援の内容などを踏まえ、今後、A 市

の保育所での発達障害を持つ子どもや「気になる子」の育ち、及びその保護者の育児

を支援するための対策について検討を進めたい。

また、A 市においては3 ヤ5 歳児の約70 ％は幼稚園に通っていることから、今後、

幼稚園の状況についても把握し、幼稚園での対策を検討するとともにレ地域の実情に

応じた発達障害を持つ子どもの「早期の気づき」と「早期の対応」に関するA 市全

体の体糾のあり方について、小学校への円滑な接続を含め、検討を深めていきたい。
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